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エア・リキード、新空気分離装置で日本におけるエネル

ギー転換と半導体製造需要に貢献 
 
エア・リキードは、この度、新たな大型空気分離装置（ASU）への投資を決定しました。現在香川県直島で稼働
中のプラントに替えて建設するもので、エア・リキードの自社工場として運営します。これにより、エネルギー転
換に不可欠な銅の需要増に対応し、日本の銅製錬大手企業である三菱マテリアル株式会社（以下、三菱マテ
リアル）の生産増強を支援します。新プラントは、１日あたり最大1,400トンの製造能力を有し、酸素および窒素
に加え、アルゴンとネオンも生産し、半導体製造、輸送機器製造、建設工事など日本の主要産業に不可欠なレ
アガスの安定供給に貢献します。 
 
三菱マテリアルとの長期的パートナーシップに基づいた同ASUは、電気自動車、次世代通信技術、再生可能エ
ネルギーの活用により、需要の高まる銅に対する同社の生産増強計画を支援します。 
 
エア・リキードは、同ASUを自社工場として三菱マテリアル直島製錬所において建設、運営します。2027年の操
業開始を予定しており、エア・リキードの設備としては、日本国内最大級かつ最新鋭の酸素製造プラントとなり
ます。また、アルゴンとネオンも生産し、半導体製造および溶接用途に不可欠なこれらレアガスの生産能力を
強化します。 
 
ネオンは現在、その供給の100%を輸入に依存しています。そのため、今回のプロジェクトは、その戦略的重要
性が認められ、経済産業省より助成金の交付を受けます。半導体製造向けにネオンの国内生産を実現すると
いうエア・リキードの取り組みが、国内での半導体製造に必要な供給網の確保に貢献するとの評価によるもの
です。 
 
エア・リキード、アジア太平洋担当グループバイスプレジデント ロニー・チャルマーズのコメント：「三菱マテリア
ル様とのパートナーシップを継続できましたことを喜ばしく思います。このたび建設するプラントは、エア・リキー
ドの技術を結集し、同社の事業発展に貢献するとともに、半導体製造に不可欠なネオンの国内供給を強化しま
す。本プラントは、エア・リキードが掲げるADVANCE計画に沿い、大規模な酸素製造設備を活用することで、戦
略的に重要なアルゴンとネオンの併産を可能にするものであり、ご支援をいただいた日本政府に深く感謝申し
上げます。」 
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日本におけるエア・リキード 
日本エア・リキード合同会社（ALJ）は1907年に創業、100年以上にわたって日本の産業の発展に貢献してきました。ALJは約
2,000人の高度な技能を持つ従業員を擁し、エレクトロニクスなどの産業分野の企業に窒素や酸素を供給し、お客様と連携して問
題解決や共同研究を行っています。 

 
 

産業と健康に技術とサービスで貢献するガス事業の世界的リーダーとして、エア・リキードは全世界60カ国で66,300人の従業員を擁
し、400万以上のお客様と患者の皆様にサービスを提供しています。酸素、窒素、水素などは、生命、物質、エネルギーに欠かせな
い必要不可欠な小分子であり、エア・リキードの科学領域を具現化するものとして、1902年の創業以来、当社の研究領域と事業活
動の中心活動の核となってきました。 

エア・リキードは、未来に備えつつ今日アクションをとることを戦略の中心に据えています。2025年までの戦略プラン「ADVANCE」に
より、財務的業績目標と財務を超えた取り組みを組み合わせた包括的なパフォーマンスを目指します。新しい市場をとらえ、柔軟さと
強さを兼ね備えたビジネスモデル、技術知見に立脚したイノベーション力を生かしてまいります。エア・リキードは気候とエネルギー転
換、とりわけ水素エネルギーに寄与するソリューションを開発し、医療、デジタル、ハイテク分野に注力してまいります。 

2023年の売上高は275億ユーロを超えました。エア・リキードは、ユーロネクスト・パリ（A部）に上場されており、CAC40ならびに
CAC40 ESG、EURO STOXX 50、FTSE4Good、FTSE4Good Indexの構成銘柄です。 
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